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である｡ ∬≒a2b (aは面内の波動関数の広が り)であるから,d<<bの時にのみこ
の条件は充たされ うる｡ (したがって3次元ではこのようなことは起 らない｡ 1次元で
は?)0
12月3日 午前 座長 中 山 正 敏
′ト野氏の報告については,これ らの方法の応用について活発な討論がなされた｡離散
的な表面系 という点からは,格子力学のみならず,LCAO模型,Spin系 も容易 に級
















れた電子系の輸送現象 ,Wigner格子 ,種々の磁気プラズマ波 ,超高周波表面波減衰等,
実験的に確かめられるべき課題も多い｡植村氏は,graphiteやTe,化合物半導体のM
0S等 ,複雑多様な帯構造を持っ物質の界面が,deviceともからみあって,将来の沃野
であることを指摘したO
順法斗争を予想して切詰めた日程のため,最後の討論がやや舌足らずに終ったが,随
時質問,コメント,脱線を織込みながら進行したこの研究会の成果は,やがて良い仕事
となって稔ることと思 う｡妄言多謝｡
(中山 正敏 )
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